
地域資源を活用した地方銀行のチャレンジ
～プロジェクトファイナンスで地域プロジェクトをサポート～

株式会社北都銀⾏
頭取 ⻫藤永吉



①秋田県の課題
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秋⽥県の課題①⼈⼝減少と⾼齢化の進展
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【資料：秋⽥県⼈⼝ビジョン（平成27年10⽉）より当⾏作成】
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秋⽥県の課題②⼈⼝減少の要因

 従来の『社会減』による⼈⼝減少が累積していったことに加え、平成５年
以降は、『⾃然減』の影響が拡⼤。

【図表】秋⽥県の社会動態及び⾃然動態の状況

【資料：秋⽥県『秋⽥の⼈⼝問題レポート（平成27年3⽉』】
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秋⽥県の課題③若年層の県外流出

○県内就職 5,847⼈（53％）
●県外就職 4,904⼈（45％）

その他 263⼈（ 2％）
計 11,014⼈

【資料：秋⽥県⼈⼝ビジョン（平成27年10⽉）】

【図表】秋⽥県⾼校卒業⽣の県内定着状況
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②北都銀行の経営戦略
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北都銀⾏の経営戦略

地⽅創⽣戦略の強化（８つのイノベーション戦略）
①再生可能ｴﾈﾙｷﾞｰを軸とした新しい
産業の創出

⑤⼥性の活躍フィールドの創出

②中⼩企業の新しい価値創造 ⑥県外・海外からの移住促進
③農業の⾼付加価値化（6次産業化）
⽀援

⑦グローバル戦略による秋⽥ブランド
確⽴

④シニアが輝く地域づくり ⑧観光資源を活⽤した地域づくり

“地域リスク”をとるための経営基盤を強化

秋田の発展が当行の成長へ

地域にイノベーション
を起こす

地域にイノベーション
を起こす

地域課題の解決地域課題の解決
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③地域資源の活用
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秋⽥県の豊富な資源の活⽤
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④風力発電事業への参入
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⾵⼒発電ビジネスへの注⽬

風
力
発
電
の

産
業
化

原発問題

フィット価格
（事業収益性の改善）

安定した⾵況

プロファイによる⽀援

2012年9月風力発電事業会社
ウェンティ・ジャパン設立
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⾵⼒発電事業会社 ウェンティ・ジャパン

ウェンティ・ジャパン

ローマ神話で風の神の総称
VENTI。古代ラテン語で風の意味。

創業 2012年９⽉

資本⾦ 30百万円

代表者 代表取締役社⻑ 佐藤 裕之

従業員数 ７名
事業 ・⾵⼒発電事業

・発電施設の開発や運営、
保守・管理

株主 ⽻後設備㈱
㈱市⺠⾵⼒発電
⽻後電設⼯業㈱
㈱フィデア総合研究所
フィデア中⼩企業応援ファンド
1号投資事業組合

ウェンティ・ジャパンは、東北、北海道の日本海側を中

心とした豊かな風で風力発電事業を展開する会社です。

化石燃料に頼りすぎたエネルギー事情への反省と、東
日本大震災を契機とした原子力発電所のありように関す
る議論の中、再生可能エネルギーに対する期待は大きく
なっています。

当社の事業の中心地域である秋田県は、風力、地熱、
ﾊﾞｲｵﾏｽなど再生可能エネルギー資源の宝庫です。

とりわけ風力発電については国内屈指のポテンシャル
があり、電力の固定価格買取制度(FIT）を機に、風力発
電への参入が活発になっています。

ウェンティ・ジャパンは、こうした地の利を活かした風力
発電事業と付随する保守メンテ事業などの関連事業を
展開していきます。さらには、風力発電設備に関連する
製造業などの産業創出を目指してまいります。

「僕らの目指すもの・・・
秋田発の風エネルギー」

【カンパニーメッセージ】

←設⽴記者会⾒
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＜ご参考＞ウェンティ・ジャパンの開発案件
設置場所 規模 スポンサー
秋⽥市向浜（稼動済） 2,000Kw

1基
VENTI
市⺠⾵⼒発電

由利本荘⻄⽬（稼動済） 2,000Kw
1基

VENTI
市⺠⾵⼒発電

北海道⽯狩（稼動済） 2,000Kw
2基

VENTI
市⺠⾵⼒発電

秋⽥市⽻川（稼動済） 3,200Kw
3基

VENTI
みやぎ⽣協

秋⽥市向浜
（2018/1⽉稼動）

3,200Kw
3基

VENTI
⽇本製紙

秋⽥市潟上市
（2020/5⽉完⼯）

3,200Kw
22基

VENTI
三菱商事

秋⽥県三種町
（2019/3⽉完⼯）

3,000Kw
3基

VENTI
JR東⽇本

能代市⼋峰町
（2019/3⽉完⼯）

3,000Kw
2基

VENTI
JR東⽇本

合計 37基 112,600Kw
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ウェンティ・ジャパンとの連携①

2016年5⽉20⽇ 秋⽥魁
国内最⼤規模の秋⽥潟上ウィンドファームプロ

ジェクトが本格始動しました。幣⾏がアレン
ジャーとして全14⾏との調整を⾏っております。

2018年4⽉16⽇ 秋⽥魁
⽇本製紙秋⽥⼯場の隣地における

⾵⼒発電開発。幣⾏がアレンジャー
を担っております。
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ウェンティ・ジャパンとの連携②

2016年10⽉19⽇ 秋⽥魁
共同開発を進めていた⾵⼒

発電開所が完成し、運転を開
始しました。

2013年12⽉
東北3⽣協ほか関係者と基

本合意書を調印

14



⑤プロジェクトファイナンスによる
事業支援
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“地⽅版”プロジェクトファイナンス

太陽光発電向け⇒５件 ⾵⼒発電向け⇒13件 ⽊質ﾊﾞｲｵﾏｽ発電向け⇒1件

特徴 ポイント
返済財源 当該事業のキャッシュフロー
遡及の有無 遡及なし（Ｎｏｎ-recourse）
リスク負担 リスクは⼀部、銀⾏等が負担
エクイティ 通常20％以上が望ましい

北都銀行は20％に拘らない審査スタンス

～５年間で累計19件（2018/3現在）のプロジェクトファイナンスを組成～
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県内⾦融機関等との連携【⽊質バイオマス発電】
北都銀行が中心となり、プロジェクトファイナンス組成

優先貸付
（75億円）

ふるさと貸付
（31億円）

出資
（20億円）

北都銀⾏

新⽣銀⾏

秋⽥県信⽤組合

⽻後信⽤⾦庫

秋⽥銀⾏

秋⽥信⽤⾦庫

第四銀⾏

NECキャピタルソリューション

JA三井リース

秋⽥県ふるさと融資

レノバ

グリーンファイナンス推進機構

ユナイテッド計画

フォレストエナジー

事業性評価開始から約２年で融資⽅針決定

オール秋⽥で⽀援

↑ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄﾌｧｲﾅﾝｽ契約を締結

全地元⾦
融機関

グリーン
ファンド

地元資本

ふるさと
融資

ガバナンス体制

事業の評価ﾎﾟｲﾝﾄ

コンプライ
アンス体制

地域貢献

環境保全

O&M体制

収益性

燃料の
安定調達

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
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プロジェクトファイナンス《推進体制と組成額推移》
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5年間総額850億円を組成5年間総額850億円を組成
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地⽅創⽣部
地⽅創⽣グループ

トレーニー含め5名体制

⾵⼒発電事業の連携
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⑥今後の展開
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秋⽥県の⾵⼒発電ポテンシャル
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【図表】『第2期秋⽥県新エネルギー戦略』秋⽥県⾵⼒導⼊⽬標（万kw）

風力発電の導入量を2025年までに現在の2倍へ
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関連産業による経済波及効果

• 秋⽥県の再エネ導⼊⽬標が達成され（注：⾵⼒以外も含
む）、かつ県内企業による最⼤限の事業参⼊が図られた
場合、県内経済波及効果は以下の試算となります。

2016〜2020 2021〜2025 合計

建設に伴う
効果

経済波及効果 966億円 650億円 1,616億円
雇⽤創出効果 9,000⼈ 6,200⼈ 15,200⼈

運転に伴う
効果

経済波及効果 629億円 893億円 1,522億円
雇⽤創出効果 5,900⼈ 8,600⼈ 14,500⼈

合 計
経済波及効果 1,595億円 1,543億円 3,138億円
雇⽤創出効果 14,900⼈ 14,800⼈ 29,700⼈

（秋田県公表資料より当行作成）
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洋上⾵⼒の動き

洋上⾵⼒計画
合計1,780MW

⼤型陸上⾵⼒計画
合計520MW

※計画については報道等で公表され弊社が知り得ている案件

能代港湾 90MW

秋田港湾 55MW

秋田市沖 （計画中）MW

能代三種沖 455MW

由利本荘沖 1,000MW

秋田潟上WF 66MW

秋田県北部 240MW

鹿角・青森 214MW
八峰能代沖 180MW

既存 陸上⾵⼒
350MW
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秋⽥県内における産業化への動き

風力発電コンソーシアム ｳｪﾝﾃｨ･ｼﾞｬﾊﾟﾝと北都銀⾏が共同で設⽴

会員総数100団体以上
（2019年3月現在）

地公体・大学・電力事業者
土木建設・メーカー・製造業
金融等様々な業種の団体

(地域振興班会議中の様子)(2013年9月17日設立総会の様子)

部品産業化班O&M研究班 インフラ研究班地域振興班

電力インフラ研究部会産業化研究部会
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新しい産業の創出

地
元
の
⾵
⼒
発
電
会
社

組立工場

部品工場

研究所

地域経済への波及

若者の雇⽤

地元中⼩企業

秋⽥港の活性化

観
光
と
の
連
携

市
⺠
フ
ァ
ン
ド

24



ご清聴ありがとうございました

（写真）㈱風の王国プロジェクト提供
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